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平成18年度一般会計 

338
予 

億円 
3月2日から開催された第1回定例議会で、 
平成18年度安曇野市予算が議決されました。 
今回は一般会計を中心にその概要をお知らせします。 
（単位は万円。1万円未満は切り捨てで掲載） 

「安曇野市の基礎づくり」に 
重点配分 

市の将来を皆で考え、 
　それに向かう 

総合計画の策定 900 万円

公共交通問題の研究 1,000 万円

地域福祉計画の策定 290 万円

障害福祉計画の策定 600 万円

健康づくり計画の策定 40 万円

土地利用の検討 220 万円

景観形成の検討

（景観計画の策定準備） 180 万円

地域防災計画の策定 540 万円

環境基本計画の策定 1,100 万円

特集 

新年度予算 

１ 

子どもたちが 
安全に暮らし、健やかに育つ 
給食センター（中部、南部）の建設 15億5,270 万円

巡回用公用車（通学路パトロールカー）導入 171 万円

小学校施設（豊科北小、豊科南小、穂高南小、

穂高北小）の改修・整備 5,000 万円

中学校施設（豊科南中、穂高東中、明科中）の

大規模改造および施設改修・整備 1億3,100 万円

保育園老朽化（簡易耐震）調査 290 万円

堀金保育園用地の取得等 2億5,000 万円

３ 
すべての市民が 
健康で生きがいを 
もって暮らす 

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）導入 960 万円

民間共同作業所建設及び運営補助 1,150 万円

豊岳荘改築への補助 1億8,000 万円

安曇野赤十字病院に対する

公的病院のあり方の検討 14 万円

４ 
安曇野ブランドを 

守り、生かす 
地下水位の観測等

及び水資源対策協議会活動の強化 550 万円

合併記念イベント「安曇野フェスタ」開催 1,300 万円

観光地域づくり実践プランの推進 390 万円

５ 
行政の効率化を 

進める 
行政改革プランの作成 29 万円

指定管理者制度の導入 3 万円

電子決裁等の研究 50 万円

ＧＩＳ（地理情報システム）の統合 2,190 万円

 特別会計 297 億 7,936 万円 

特別会計

同和地区住宅新築資金等貸付事業 852万円 △ 53.4

国民健康保険 79億8,000万円  8.0

老人保健 92億4,430万円  10

介護保険 53億7,452万円  8.4

下水道 63億9,757万円 △ 15

農業集落排水事業 1億9,326万円 △ 5.7

上川手山林財産区 172万円 △ 0.2

北の沢山林財産区 41万円 △ 86.9

有明山山林財産区 69万円  40.2

富士尾沢山林財産区 93万円  27.5

穂高山林財産区 45万円 △ 23.8

産業団地造成事業 5億1,616万円 △ 5.7

市営保養施設 6,080万円 △ 2.3

 事 業 名 予 算 額 前年度比（％）

（単位は万円、１万円未満は切り捨てで掲載）

3 2

水道

 資本 収入 10億9,775万円 △ 13.0

  支出 21億7,691万円 △ 7.8

 収益 収入 21億1,302万円 △ 4.6

  支出 19億5,479万円 △ 8.8

市営宿舎

 資本 収入 0

  支出 1690万円  56.8

 収益 収入 3億110万円 △ 2.8

  支出 3億110万円 △ 2.5

注）対前年度比は会計間の金額調整を行っ

た平成17年度旧5町村の当初予算を

合算した額との比較

 事 業 名 予 算 額 前年度比（％）

企業会計


